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第 5 章では，本肉盛溶接部の曲げ延性改善方策について検討した結果， Zr添加低Cr系下盛溶加棒の
採用が極めて有効であることを明らかにしている。この結果に基づき，肉盛溶接部作製に用いる最適下
盛溶加棒として， 19Cr-2 Mo-O.25Zr鋼溶加棒を開発している。
第 6 章では， Zr添加低Cr系下盛溶加棒採用時の肉盛溶接部の曲げ延性改善機構について検討し，粒
界炭化物幅の減少の効果が最も大きいことを明らかにしている。
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(4) 19Cr-2 Mo-O.25Zr鋼下盛溶加棒を初層に用いた肉盛溶接部は高純度30Cr- 2 Mo鋼母材と同等
の耐食性を有することを明らかにしている。
(5) 高純度フェライト系ステンレスクラッド鋼を実構造物に適用する場合の溶接施工条件を選定すると
ともに，得られた継手の確性試験を実施し，これらの結果に基づき，溶接施工方法を確立している O
以上のように，本論文は高純度フェライト系ステンレスクラッド鋼の実構造物への適用を図るため，
溶接部の脆化機構の解明を行うとともに，その機構に基づき，顕著な曲げ延性改善効果を有する 19Cr
2 Mo-O.25Zr鋼下盛溶加棒を開発し，溶接施工方法を確立したものであり，溶接工学に寄与するとこ
ろが大きい。よって本論文は博士論文として価値あるものと認める。
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